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体性を明らかにした．第 I 期（1949 ～ 1995）には，
政治的利用が主導的であり，外国人観光客に向け
た開発もあった．同時に，住民コミュニティが形
成された．第 II 期（1996 ～ 2007）には，政府に
よる新築に伴い，保護意識が高まり，開発と保全
の議論が生じた．特に研究団体と住民の言動が熱
くなった．第 III 期（2008 ～現在）には，復元プ
ロジェクトをはじめ，沙面のアイデンティティが
各アクターの協力のもと強調されている．その中
ではメディアが効力を発揮している．それゆえ，
沙面のイメージが商品化されるといった新たな構
築プロセスに対して，各アクターの関与を巻き込
みながら，「歴史的景観」の意味は現在もきわめ
て複雑に変容している．■
図 2　旧租界沙面における建築様式別にみた
　　　近代建築の分布
